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 がんは、高齢者社会がすすむなか、2 人に 1 人の割合で羅患する時代がやってきました。がんをど

う生きるか、愛する家族とどのように取り組んだらいいのでしょうか。患者さんが日進月歩の治療法

のなかで、からだやこころのつらさを少なくして治療に専念し、今まで通りの日常生活ができるよう

に緩和ケアチームは身体的苦痛や精神症状、療養方法についての治療や助言をおこなっています。 

 1985 年、鍼灸はがんセンター中央病院で麻酔科の横川陽子医師によって導入され、今年で 25 年が

たちました。1999 年から緩和ケアチームに加わり、現在では症状の重い入院患者さんを主に鍼灸治療

を行っています。抗がん剤の副作用である神経障害性疼痛や、長期臥床による筋肉痛、倦怠感、リン

パ管浮腫やいらいらなど患者さんのつらい症状に対して、鍼灸は補完代替医療として、副作用なく薬

物療法や他の治療法と併用でき、また病期にかかわらず終末期まで治療が可能です。本講演では、が

ん患者さんにとって真の健康とは、全人的医療とは何かを考え、鍼灸治療の役割と今後の問題点を提

起します。 

 

 


